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研究概要︓本研究では，自動運転専用道路において，強化学習を用いた運転制御の最適化に着目する．既存研究では，未知
の環境においての効率的な運転制御を実現した一方で，車の物理的な制約が考慮されておらず非現実的な制御行動を学習する可
能性があった．また，測距センサや車々間通信の機能実装が混同され，通信が頻繁に途切れてしまう問題があった．さらに，自動
運転研究で広く用いられる地図情報も活用されておらず，物理演算を加えたシミュレーション環境ではカーブを曲がり切れないという課
題が存在した．そこで本研究では，物理演算を組み込んだシミュレーション環境
を構築し，測距センサや車々間通信を現実に即して実装するとともに，地図情
報を積極的に利用する設計にした．シミュレーション実験の結果から，車々間通
信が衝突を低減し，地図情報の活用に平均ラップタイムが高速化することが明ら
かになった． 

研究背景︓現在の日本には，自動運転技術の発展に伴い自動運転車専用レ
ーンや自動運転車専用道路という構想がある．この構想が実現すると，自動運
転車は人間が運転する車両を考慮する必要が無くなる．そのため，自動運転車
はセンサや車々間通信を用いて得た大量のデータを用いて協調的な運転すること
ができる．しかしながら，人間が大量のデータを適切に用いて制御を適切に設計
するのは難しい．そこで，車線を仮定せず強化学習を用いて，ゼロベースで自動
運転制御を最適化することを考える．車線を仮定しないことで道路空間を最大
限有効活用することが期待出来る． 

研究成果︓既存環境と物理演算を加えた環境での，合流時の行動軌跡を図 1
に示す．(a)を見ると，既存環境では丸の部分で物理的に起こりえない瞬時の前
後移動をしていることがわかる．一方で，物理制約を導入した(b)を見ると，前後
に移動せず弧を描いていることがわかる．物理演算を導入した環境で評価実験を
行った結果，車々間通信を用いることで分散が高い行動を学習し，事故率が約
34%低下することが分かった．また，地図情報を用いることで先の経路を考慮し
たハンドリングを学習し，交通量が約 31%向上することが確認できた． 

社会への影響︓運転の人為的なミスを排除し，事故リスクを大幅に低減することができる．また，物流の効率化や温室効果ガス排
出の削減を実現することで，持続可能な社会の構築に貢献できると考えられる． 

図 1︓合流時の行動軌跡 
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専門用語︓ 
AI︓人間の知能を模倣するように設計されたシステムやアルゴリズムを指し，自然言語処理，画像認識，意思決定などのタスクを 

自動化可能である． 
強化学習︓エージェントが環境と相互作用しながら，試行錯誤を通じて報酬を最大化する行動方針を学習する機械学習の一分野 

である．エージェントは，状態，行動，報酬を繰り返し観察し，最適な行動を選択する能力を向上さる． 
ディープラーニング︓多層のニューラルネットワークを使用してデータから特徴を自動的に抽出し，高度なパターン認識を可能にする機 

械学習の一手法である．画像認識や音声認識など，多くの分野で高い性能を発揮する． 

車々間通信︓自動車同士が互いに直接通信を行う技術 
 

 


